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1 はじめに 

1.1 目的 

本書は、ビジネスサーバStandardご利用ユーザのWebコンテンツやメールアカウントを、ビジネスサーバStandard

プラスに移行した後で、ご利用ユーザがすべき作業の説明（ガイド）です。 

 

1.2 用語 

# 用語 定義/説明 

1 
ビジネスサーバ・

Standard 
移行前のホスティングの共用サーバー 

2 
ビジネスサーバ・

Standard プラス 
移行後のホスティングの共用サーバー 

3 移行元 ビジネスサーバ・Standard 

4 移行先 ビジネスサーバ・Standard プラス 

 

1.3 移行の流れ 

移行は以下のような流れとなります。ここではお客様の「移行後の作業…」がどのような作業かを説明しています。

(下図、赤太字部分です)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移行に向けた事前準備 

移行後の作業と確認 

DNS変更 

ご利用開始 

移行（コピー） 

「ビジネスサーバ Standard 移

行同意書兼ヒアリングシート」 

が届いたお客様 

「ビジネスサーバ Standard 移

行同意書」が届いたお客様 
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1.4 移行対象/対象外と事後作業の要否 

以下は、移行対象と移行対象外、事後作業の要否の一覧です。 

分類 項目 移行 

（コピー） 

要 

事前/事

後準備 

備考 

メール アカウント 〇 〇  

転送設定 〇 〇  

エイリアス設定  〇*1 〇  

メールボックスに残されたメッセージ × 〇 
サーバのメールはコピーされま

せん 

WebAP WordPress  〇*2 〇  

phpMyFAQ  〇*3   

PukiWiki  〇*3   

apache2_counter 
× △ 

同等機能を提供しますが、別途

設定が必要となります。 

phpMyAdmin ×  同等機能を提供します 

ｆormmail 
× △ 

同等機能を提供しますが、別途

設定が必要となります。 

DB WordPressの DB  〇*2 

〇 

 

phpMyFAQの DB  〇*3  

ユーザ独自 DB 
× 

エクスポートファイルを転送しま

すがインポートは行いません 

Web コンテンツファイル 〇 〇  

CGIファイル 
 〇*3 ○ 

設定ファイルの修正が必要な

場合がございます 

SSL × ○ 弊社で証明書を再発行します 

その他 ぷらら標準のWeb メール 
×  

アドレス帳も含め、作業不要で

引き続きご利用いただけます 

*1 エイリアス設定は、転送設定として移行します。 

*2 バージョンが 3.1未満だと移行できない可能性があります。バージョンを 4.2.2に更新することを推奨いたします。 

*3 移行対象ですが、動作保証対象外となります。 

 

2 Web アプリに関する移行後作業 

移行元と同じ機能が移行先で提供されないために移行対象となっていない Web アプリケーションがあり、その Web

アプリケーションの機能を組み込んだりリンクを使っているコンテンツは、移行直後には正しく動きません。 

コンテンツに機能を組み込んだりリンクで呼び出される Web アプリケーションは以下の 3種類となります。 

· apache2_counter 

· formMail 
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· wwwboard 

いずれも、移行先の類似機能を使ってコンテンツが正しく動くように変更作業が必要となります。 

 

2.1 カウンターの組み込み 

移行元の「apache2_counter」を組み込んだコンテンツは、移行先のビジネスサーバ Standard プラスで提供

している「マルチカウンタ」をインストールして設定し、コンテンツの「apache2_counter」の組み込み部分を削除

して、「マルチカウンタ」を組み込む作業が必要です。 

「マルチカウンタ」のインストールは以下の手順となります。 

① ブラウザを立ち上げてビジネスサーバ Standard プラスの管理ツール画面の URL を指定し管理ツール画面

を表示します。 

② 管理ツール画面が表示されたら「サイトマネージャー」をクリックしてください。 

 

③ 下記の認証画面が表示されたら「ユーザ名」、「パスワード」を入力して「OK」ボタンをクリックして下さい。 
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④ 「サイトマネージャー」の左メニューから「CGI管理」⇒「CGI インストール」を選びます。 

  

⑤ プログラムの種類を「C005 アクセスカウンタ」を選び、ディレクトリ名を入力して、「利用規定を承認してイン

ストールする」ボタンを押してインストールします。 

 

⑥ インストールが成功したら、URL をクリックしてマルチカウンタの管理メニューを呼び出します。 
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⑦ CGI の「管理メニュー」から設定を行い、「オンラインマニュアル」を別のタグに表示してから、「マルチカウンタの

設定」をクリックしてください。 
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⑧ 「オンラインマニュアル」を参照しながら、「マルチカウンタの設定」で設定値を入力して、最後に「設定」ボタン

を押してください。 

 

⑨ 「オンラインマニュアル」の「HTML ページにカウンタを表示させる」を参照しながら、カウンタを組み込んでいた

HTML コンテンツファイルを変更してください。 
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2.2 フォームメールの組み込み 

移行元の「formMail」とそれを組み込んだコンテンツは、移行先のビジネスサーバStandardプラスで提供してい

る「C-007 簡易フォームメール」か「C-101 拡張フォームメール(Post Mail)」か「C-102 添付ファイル対応フォ

ームメール(Clip Mail)」をインストールして設定し、コンテンツを作り直すか入れ替える作業が必要です。 

インストールする手順は、「2.1 カウンターの組み込み」を参照してください。 

 【C-007 簡易フォームメール】  

フォーム入力テンプレートはこの管理メニューで定義編集します。フォーム入力テンプレートはカスタマイズせ

ずにそのまま HTMLページとしてお使いいただけます。 

●「管理メニュー」画面 

 ●「お問い合わせフォームの設定」画面  
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  【C-101 拡張フォームメール(Post Mail)】 

複数部位に構造化された HTML ページのテンプレートは原則としてカスタマイズしていただく必要がありま

す。HTML に慣れた方には、簡易フォームメールより自由度が高くて複雑なフォーム入力画面を作成でき

ます。 

●「管理メニュー」画面 

 ●「PostMail の設定」画面 

【C-102 添付ファイル対応フォームメール(Clip Mail)】 

添付ファイルに対応した拡張フォームメールです。HTML ページのテンプレートは原則としてカスタマイズして

いただく必要があります。 

●「管理メニュー」画面  
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 ●「ClipMailの設定」画面 

    

2.3 掲示板の組み込み 

移行元の「wwwboard」とそれをリンクで呼び出すコンテンツは、移行先のビジネスサーバ Standard プラスで提

供している「C-002 簡易掲示板」か「C-100 アイコン対応掲示板(YY-BOARD)」をインストールして設定し、

コンテンツのリンク先を変更する作業が必要です。 

インストールする手順は、「2.1 カウンターの組み込み」を参照してください。 

 【C-002 簡易掲示板】  

●「管理メニュー」画面 
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●「掲示板の設定」画面 

【C-100 アイコン対応掲示板(YY-BOARD)】  

●「管理メニュー」画面 
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●「掲示板の設定」画面 

 ここに示した設定項目は、全体のおよそ半分です。 
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3 MySQL データベースに関する移行後作業（データベース利用中の方のみ対象） 

移行元の MySQL でユーザ作成・定義のデータベースをお使いの場合、そのデータはエクスポートされて移行先のビ

ジネスサーバ Standard プラスに転送されていますが、インポートされていません。 

※「定義データベースのインポート」について、⑥からの作業については弊社サポート対象外となります。 

 

3.1 ユーザ作成・定義データベースのインポート 

・ ビジネスサーバ Standard プラスのサイトマネージャーから phpMyAdmin を起動して、インポートします。以下

の手順となります。 

① ビジネスサーバ Standard のサイトマネージャーを起動します。 

② サイトマネージャー画面左に表示されている「MySQL 管理」→「MySQL の ON-OFF」の順にクリックしてく

ださい。 

 

③ インポートするデータベースは、「MySQLデータベースON-OFF」に表示されている 3つのデータベースで、ま

だ使われていないデータベースから選んでください。 



 

14 

Copyright © 2015 NTT Plala Inc. All right Reserved 

  

 

④ 選んだデータベースを「ON」にしてください。「ON にする」を選んで「設定」ボタンを押してください。 

 

⑤ インポート機能を提供する phpMyAdmin を呼び出します。「MySQL データベース ON-OFF」画面上部

の［phpMyAdmin を開く］をクリックしてください。 
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⑥ phpMyAdmin ログイン画面からログインします。ユーザ名は、上記④で選んだデータベースの「DB ユーザ

名」を、パスワードはサイトマネージャーにログインする際に使ったパスワードとなります。 

 

⑦ phpMyAdmin画面の左側に表示されている DB名一覧から③で選んだインポートする DB名を選び、ク

リックしますます。 

 

⑧ 画面上部のタグの「インポート」をクリックして、インポート画面を呼び出します。 
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⑨ 画面上部の「インポートするファイル」の「参照…」ボタンをクリックして、アップロードするファイルを選択するダイ

アローグを呼び出してください。 

 

⑩ 「アップロードするファイルの選択」ダイアローグから、上記「4.2 データベースのエクスポートと転送」の手順⑥

で保存したファイルを選んで、「開く」ボタンをクリックしてください。 

 

⑪ 画面上部の「インポートするファイル」の「テキストファイルの位置」の右に選択したアップロードファイルのフルパ

スが表示されていることを確認したら、画面右下の「実行する」ボタンをクリックしてください。ビジネスサーバ

Standard プラスにアップロードしてインポート処理を実行します。処理結果が表示されます。 
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⑫ 画面上部の「構造」タグを選択して、テーブルとデータが移行されていることを確認してください。 

 

 

4 Web コンテンツに関する移行後作業 

4.1 ユーザ CGIのシバンとディレクティブの確認と変更 

CGI スクリプトのシバン（shebang、スクリプトの#!で始まる行）のインタープリタ指定パスが正しくないと以下の

ようなエラーでコンテンツが正しく表示されない場合があります。 

 bad interpreter: そのようなファイルやディレクトリはありません 

このようなエラーとなった場合は、シバンのパスが以下のようになっているかをご確認ください。 

プログラム言語 パス 

Perl /usr/bin/perl 

/user/local/bin/perl 

PHP /usr/local/bin/php 

Ruby /usr/bin/ruby 

Python /usr/bin/python 

また、移行元で標準のディレクトリではない特定のディレクトリにCGIを置いて使っていた場合、移行先のディレクト

リに対して”.htaccess”のディレクティブが有効かを確認してください。 

 

4.2 CGIを呼び出すタグの確認と変更作業 

移行先で新たに Web アプリケーションをインストール設定して、その CGI を利用する場合は、CGI を呼び出すコ

ンテンツのフォームタグの Action属性を適切なパスに変更しなければならない場合があります。 

 

4.3 SSL ドキュメントルートの分離対応（SSL利用中の方のみ対象） 

移行元は非 SSL と SSL のドキュメントルートが同じでしたが、移行先では別のパスとなります。コンテンツファイル

を両方のドキュメントルートにコピーしておりますので、不要なファイルはどちらか削除してくだされば結構です。 


